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SS Cygは、およそ50日の間隔でアウトバーストを繰り返す矮新星である。アウトバーストとアウトバーストの間の、い
わゆる静穏期に観測される硬X線は、白色矮星表面と降着円盤の間に形成される境界層の高温プラズマから放射されてい
る。境界層では、降着物質が Kepler速度から白色矮星の自転速度へ急減速されることによる摩擦熱で急加熱される。実
際に静穏期のSS Cygからは、最高温度が $3\times 10^8$~K に迫る光学的に薄いプラズマからの放射が確認されてい
る。

　アウトバースト期には、可視光光度の増加から質量降着率が静穏期の50倍以上に増えていると考えられる。このため
静穏期に形成された高温プラズマの放射冷却率が飛躍的に増加し、境界層は光学的に厚い状態へと遷移する。このとき
境界層の温度が $10^8$ Kから $10^5$ K程度へと一気に低下するため、境界層は極端紫外光を放射する。しかしアウト
バースト期にも、静穏期の数分の1程度の強度の硬X線放射が観測されていて、その起源がわかっていない。Patterson
と Raymond (1985)は、境界層の縦方向の密度勾配のために、境界層の最上部に光学的に薄い層が存在し、そこから硬X
線が放射されているとした。Ishidaら (2009)は、低電離の鉄から放射される蛍光K$\alpha$線の等価幅から、そのよう
なプラズマが降着円盤全体に広がっている可能性を指摘している。XRISM衛星は、この硬X線放射の起源を探るべく、
2024年6月に起きたアウトバーストを捉え、可視光のピークから概ね3.5日に亘って硬X線放射の様子を捉えることに成
功した。興味深いのは、この間に可視光の明るさが単調に減少しているのに対して、硬X線は観測の終盤に向けてむしろ
増光していることである。これを Pattersonと Raymondの描像で自然に説明することは困難である。X線マイクロカロ
リメータ Resolveのスペクトルから、我々は、低電離の鉄、ヘリウム様や水素様に電離した高温プラズマ中の鉄からの
K$\alpha$線が、いずれも境界層あたりのKepler速度程度に広がっていることを突き止めた (Ishidaら 2026)。この幅の
広い輝線は、アウトバースト期の高温プラズマが、光学的に厚い境界層の差動回転で発生する磁場の再結合によるフレ
アで形成され、磁力線に束縛されて境界層と共回転していると考えると自然に説明できる。本講演ではXRISMの観測結
果の詳細を述べ、この描像の是非を議論する。
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